
認定看護師とは、日本看護協会にて認定される資格で、特定の分野において

十分な経験を積み、専門的な教育を受けた看護のエキスパートです。

当院では、現在６分野、9名の認定看護師が活動しており、この度、下記の認定

看護師による出前講座を企画しました。

講座内容（一例）

●緩和ケア
症状緩和
がん患者・家族の精神的支援
在宅看護

●がん化学療法看護
代表的な副作用対策とセルフケア支援
ＣＶポート管理
治療を受ける患者・家族の関わり

●感染管理
手指衛生の講義や演習
環境整備
標準予防策と感染経路別予防策

●皮膚・排泄ケア
褥瘡ケア
ストーマケア
失禁ケアなど

●糖尿病看護
食事・運動療法
薬物（内服、注射薬等）療法
糖尿病合併症、低血糖

●医療安全管理
医療安全とコミュニケーション
組織的な安全管理体勢への取組み
ＫＹＴ

認定看護師による

出前講座のご案内

お申込み・お問合せ先
社会保険田川病院 医療安全対策室黒川

ＴＥＬ0947-44-0460 ＦＡＸ0947-45-6540

一般社団法人 福岡県社会保険医療協会

社会保険田川病院

対応分野｜緩和ケア、がん化学療法看護、感染管理、皮膚・排泄ケア、
糖尿病看護、医療安全管理

開催要項

開催日時

対 象 者

会場準備

テ ー マ

申込方法

原則として平日でお願いします。

筑豊地区（嘉飯山地区、直鞍地区、田川地区）の施設（医療・介護等）、訪問看護
地域の団体（自治会、企業、学校等）
なお、政治、宗教、反社会勢力、営利活動等を目的とする団体への派遣はいたしません。

会場はお申込みいただいた団体でご用意ください。また、会場の設営、当日の進行等
は受講団体でお願いします。

別紙の出前講座対応内容をご参考にしてください。また、それ以外でもご希望があれば、
ご相談に応じます。

ご依頼は別紙依頼書にご記入のうえ、ＦＡＸでお願いします。後日、担当者よりご連絡
を差し上げます。対象職員の業務等の関係で日程調整ができない場合は、変更等のご相
談をさせていただくことがありますので、ご了承ください。

講 師 料 地域の団体は無料。その他は担当者が対応いたします。



◇必要事項をご記入の上、上記番号へFAXして下さい。

１．講師を依頼したい認定看護師等(〇をつけてください)

　  1.　感染管理認定看護師　　　 　4.　糖尿病看護認定看護師

　　2.　緩和ケア認定看護師 　5.　皮膚・排泄ケア認定看護師

　　3.　がん化学療法看護認定看護師 　6.　医療安全管理者（看護師）

２．出前講座依頼内容（下表「講座内容」を参考にしてください）

「講座内容」

３．連絡先

① ② ③

◇FAX受信後、当院から確認の連絡をさせていただきます。

申 込 責 任 者
( 担 当 者 )

希 望 日 時

施 設 名

住 所

電 話 番 号

FAX 番 号

出 前 講 座 依 頼 書

あて先：一般社団法人 福岡県社会保険医療協会 社会保険田川病院 医療安全対策室

FAX ： 0947-45-6540 （病院代表）

専門

分野
講　座　内　容

専門

分野
講　座　内　容

□手指衛生の講義や演習 □糖尿病基礎知識について

□個人防護具の正しい着脱 □食事・運動療法について

□感染性胃腸炎の対策 □薬物(内服、注射薬等)療法について

□インフルエンザ対策 □糖尿病合併症について

□疥癬対策 □低血糖について

□器具の洗浄、消毒、滅菌 □心理的サポート

□環境整備 □スキンケア

□困った時の施設内ラウンド（施設内での流行時や第三者評価前など） □褥瘡ケア

□標準予防策と感染経路別予防策 □失禁関連

□症状緩和（がん性疼痛、呼吸困難、倦怠感、消化器症状） □ストーマケア

□がん患者の精神的支援 □瘻孔ケア（胃瘻など）

□終末期における苦痛緩和（鎮静：セデーション） □下肢創傷

□家族看護 □スキンーテア（高齢者の四肢に発生する外傷性創傷）

□在宅看護 □医療安全管理　基礎(ヒューマンエラーとその対策等)

□急性期の副作用対策と対応 □診療の補助の事故防止(注射・点滴、内服、輸血、経管栄養、ﾁｭｰﾌﾞ管理等)

□代表的な副作用対策とセルフケア支援 □療養上の世話の事故防止(転倒・転落、誤嚥、異食、入浴等)

□抗癌剤の投与管理 □医療安全とコミュニケーション

□曝露対策 □組織的な安全管理体制への取組み

□CVポート管理 □KYT　

□治療を受ける患者・家族の関わり 各種分析手法　　　□m-SHELL　　　　　　　□RCA　
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